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企画編集：“人間と性”教育研究協議会 年5冊（4月　　・7月・10月・1月）発行実践号
通常号

年間購読料　本体7800円＋税
通常号　本体1500円／実践号　本体1800円

「性教育の手引」（東京都）の到達点と課題～包括的性教育の視点から
「性教育の手引」は誰のために何のためにあるのか(浅井春夫）【鼎談】国際的視点からみた都教委「性教育の手引」の到達点と課題（池谷壽夫・勝
部まゆみ・渡辺大輔）改訂『性教育の手引』にみられる「性教育の道徳化」の問題性（橋本紀子）東京都教育委員会「性教育の手引」と「発達段階に
応じる性教育」（伊藤修毅）学校の性教育と親（保護者）の関係について改めて考える（広瀬裕子）保護者と先生が共に学び、感じ合える学校、地
域へ（江頭有希）【インタビュー】東京都の子どもたちに性教育を届けるために（北村邦夫）【実践】思春期とむきあう。（多田直子）これからの家族・
家庭生活（笹森史子）「射精」を科学的に学ぼう（樋上典子）人間関係を考える（荻野雄飛）快が分かる、性器が持てる大切さ（高樹あかね）、ほか

92号

『

セクシュアル・ライツ（性の権利）としての
包括的性教育をともに創り育てる ！
性・セクシュアリティは、私たちが健康で幸福に生きる重要な基盤であり、まさに人権の問題と密
接に関係する課題です。こうした観点から、包括的性教育への取り組みは、すでに国際的な潮流と
なっています。包括的性教育は、生殖の知識にとどまらず、人間関係を中心に据え、多様性を前提
としたジェンダー平等の視点を基盤にしています。本誌は、包括的性教育を実践していくための
理論的基盤を確かなものにし、性の学習のイメージを広げ、すぐれた性教育実践を創り共有して
いくことを目指します ！　　　　　　 　　 田代美江子（本誌編集長、埼玉大学教育学部教員）

雑誌の詳細は　http://www.seikyokyo.org/ へアクセス！＊定期購読は送料無料でお届けいたします

45号　性教育実践2010
46号　多様化する家族
47号　商品化される性
48号　子どもと性-児童養護施設からのメッセージ
49号　若者と性-語る、求める、動く
50号　性教育実践2011
51号　性教育のこれまでとこれから
52号　“つながり”をつくる性教育
53号　子どもの権利条約と子どもの性
54号　HIVと共に生きている
55号　性教育プリント 52選
56号　性教育と教科書
57号　知っていますか！？ スクール・セクシュアル・ハラスメント
58号　いのちをめぐる現在
59号　「いのちの学習」を問い直す
60号　障害のある人たちのセクシュアリティ
61号　見落とさないで！「性的いじめ」
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62号　ここからスタート！幼児への性教育
63号　スポーツ・部活動とセクシュアル・ハラスメント
64号　子どものための「性の権利ハンドブック」
65号　日本の性教育を展望する
66号　いま、生涯の性を見つめなおす
67号　造られるからだ 造られるボディイメージ
68号　学校にゆたかな性の学びをつくるための協同
69号　子育て・子ども支援とジェンダー/セクシュアリティ
70号　エッセイ◉性の多様性 虹の架け橋をわたる
71号　性教育実践2015
72号　性教育実践のためのキーワード51
73号　〝性の権利〟ってなに？～脱貧困・脱暴力から平和へ
74号　学びの場における多様性と人権
75号　沖縄から学ぶ―「平和と性の権利」の実践をつくる
76号　家族を学ぶ
77号　「道徳」と性教育
78号　セーフティネットとしての性教育
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79号　子どもの貧困と性教育の可能性
80号　 性教育実践2017
81号　法の中の性、そして性教育
82号　「国際セクシュアリティ教育ガイダンス」を活かす
83号　子どもに関わるすべてのおとなに必要な性の理解と取り組み
84号　学校で性教育をはじめるために　その1
85号　高齢期の性と生を拓く
86号　学校で性教育をはじめるために　その2
87号　子どもの生きづらさと性と生
88号　君たちは〈性〉をどう生きるか
89号　東京都における性教育をめぐる新たな動き
90号　障害のある人たちの包括的セクシュアリティ教育

91号　今こそ性の学びの協働を！

増刊号

発行：定期購読専用注文書

定期購読開始　　　　　　　号より バックナンバーの注文 号数を記入→

氏　名

住　所（送付・請求宛先）

電話番号 職業

お問い合せはTEL.03-3234-4641

〒

FAX.03-3234-4644
申込先FAX番号↓

＊定期購読は送料無料でお届けいたします
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